
問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

に
つ
い
て
は
。

答　
教
育
委
員
会
、
市
長
部

局
及
び
関
係
機
関
が
連
携
を

密
に
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
特
化
し
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
配
置
し
て
い
な

い
。
年
齢
に
よ
っ
て
途
切
れ

る
こ
と
の
な
い
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
研
究
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
子
育
て
世
帯
な
ど
へ
の

家
事
・
育
児
支
援
な
ど
は
。

答　
養
育
支
援
員
の
訪
問
は
、

一
日
４
時
間
以
内
で
週
一
回
、

３
ヵ
月
ま
で
を
原
則
と
す
る
。

長
期
支
援
を
必
要
と
す
る
子

育
て
世
帯
へ
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
実

施
し
て
い
る
事
業
の
活
用
を

提
案
す
る
な
ど
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
支
援
を
考
え
て

い
る
。

運
転
免
許
証

自
主
返
納
者
へ
支
援
を

問　
高
齢
者
等
、
運
転
免
許

証
自
主
返
納
者
へ
敬
意
を
表

し
、
優
遇
措
置
な
ど
の
支
援

は
で
き
な
い
か
。

答　
返
納
者
へ
特
化
し
た
事

業
で
は
な
い
が
、
外
出
機
会

を
支
援
す
る
対
策
と
し
て
、

お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト
タ
ク

シ
ー
事
業
を

展
開
し
て
い

る
。
自
主
返

納
者
へ
対
す

る
敬
意
を
示

す
取
り
組
み

に
つ
い
て
は

研
究
し
て
い

く
。

問　
神
明
神
社
前
交
差
点
の

信
号
機
が
な
く
な
る
影
響
は
。

答　
市
道
幹
線
５
号
線
（
生

活
道
路
）
の
沿
線
に
住
む
人

が
車
両
で
県
道
に
出
る
際
は
、

経
路
の
変
更
等
の
影
響
が
生

じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
生

活
道
路
へ
の
通
過
車
両
が
減

少
す
る
た
め
、
交
通
安
全
性

の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
新
規
に
整
備
さ
れ

る
交
差
点
は
幅
員
の
広
い
歩

道
や
、
信
号
待
ち
の
広
い
た

ま
り
が
整
備
さ
れ
る
。

女
性
の
視
点
を

活
か
し
た
防
災

問　
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
育

成
講
座
の
開
催
を
。

答　
女
性
の
視
点
を
活
か
し

た
各
種
防
災
講
座
や
研
修
会

等
へ
の
参
加
を
促
す
と
と
も

に
、
市
に
お
い
て
も
、
女
性

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
の

開
催
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

西
文
化
施
設
に
お
け
る

美
術
展
示

問　
展
示
の
構
想
は
。

答　
１
階
に
約
１
１
５
㎡
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
置
し
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
と
一
体

利
用
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
３
面
あ
る
壁
の
１

面
に
は
、
ガ
ラ
ス
展
示
ケ
ー

ス
を
設
置
。
残
り
の
２
面
に

は
、
ピ
ク
チ
ャ
ー
レ
ー
ル
及

び
可
動
式
の
展
示
用
照
明
を

設
置
し
、
様
々
な
展
示
に
対

応
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い

る
。

問　
住
ん
で
い
る
人
の
満
足

度
を
上
げ
、
転
出
者
を
減
ら

す
施
策
は
。

答　
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
中
に
、

「
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ

く
る
」
と
い
う
目
標
が
あ
る
。

こ
の
地
域
づ
く
り
に
関
し
て
、

愛
着
を
持
っ
て
ふ
じ
み
野
は

ふ
る
さ
と
だ
と
思
え
る
人
が

増
え
る
よ
う
、
地
域
力
を
強

め
る
政
策
を
行
っ
て
い
く
。

問　
若
い
世
代
に
住
み
続
け

て
も
ら
う
た
め
の
施

策
は
。

答　
地
域
全
体
で
子

育
て
を
し
、
ふ
る
さ

と
に
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
う
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
、

先
進
的
な
教
育
環
境

を
整
備
す
る
。

問　
女
性
活
躍
推
進

法
で
は
、
女
性
の
労

働
環
境
向
上
に
関
す

る
行
動
計
画
の
策
定

が
事
業
主
に
求
め
ら

れ
て
お
り
、
計
画
は
女
性
の

活
躍
推
進
企
業
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
女
性
活
躍
推
進

に
取
り
組
む
事
業
主
へ
の
支

援
状
況
は
。

答　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
周
知

に
努
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登

録
が
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
人
材
確
保
に
つ
な
が
る

メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
、
登
録

を
推
奨
し
て
い
く
。

上
沢
勝
瀬
通
り
線

道
路
整
備
工
事

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の

強
化
を

人
口
減
少
を
受
け
た

今
後
の
対
応

鈴
木　
美
恵 
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問　
夏
を
迎
え
子
ど
も
た
ち

が
水
辺
に
触
れ
る
機
会
が
多

く
な
る
。
特
に
新
河
岸
川
の

船
着
場
付
近
は
地
元
住
民
の

努
力
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
憩
い
の
場
と
し
て
で
き

上
が
っ
て
き
た
。

　
河
川
に
落
ち
た
場
合
、
大

人
で
も
自
力
で
は
い
上
が
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、

水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
投

げ
込
み
式
救
助
ネ
ッ
ト
を
設

置
を
。

答　
新
河
岸
川
水
系
改
修
促

進
期
成
同
盟
会
に
お
い
て
救

助
ネ
ッ
ト
の
設
置
に
つ
い
て

提
案
し
た
い
。

　
ま
た
、
川
越
県
土
整
備
事

務
所
の
ほ
か
、
関
係
部
署
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

支
援
す
る
取
り
組
み

問　
本
市
に
は
食
品
廃
棄
物

を
バ
イ
オ
ガ
ス
化
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
創
出
で
き
る
経
済
環

境
が
あ
る
。

　
将
来
構
想
と
し
て
、
本
市

で
創
出
さ
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
公
共
交
通

が
走
る
な
ど
具
体
的

な
目
標
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答　
将
来
的
に
必
要

と
は
考
え
る
。
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
純

国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
支
援
で
き
る
取
り

組
み
が
で
き
る
の
か
、

研
究
し
て
い
く
。

問　
昨
年
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や

防
犯
灯
が
倒
れ
る
事
故
が

あ
っ
た
。
子
ど
も
や
通
行
人

に
当
た
ら
な
く
て
良
か
っ
た

が
対
策
は
。

答　
毎
年
７
月
に
公
共
施
設

安
全
点
検
を
実
施
し
、
目
視

に
て
損
傷
状
況
を
点
検
し
、

併
せ
て
担
当
課
に
お
い
て
も

４
月
と
12
月
に
点
検
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
の
他
清
掃
を

委
託
し
て
い
る
業
者
に
お
い

て
も
、
清
掃
時
に
鏡
や
支
柱

の
点
検
を
実
施
し
、
安
全
に

努
め
て
い
る
。

未
耕
作
ほ
場
（
田・畑
）

の
対
応
と
対
策

問　
一
部
で
未
耕
作
の
ほ
場

が
あ
り
、
草
が
生
い
茂
っ
て

い
る
田
が
見
受
け
ら
れ
る
。

市
の
対
応
と
対
策
は
。

答　
年
１
回
農
地
利
用
状
況

調
査
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
８
月
に
所
有
者

及
び
耕
作
地
に
関
す
る
調
査

と
併
せ
て
貸
し
た
い
・
売
り

た
い
な
ど
、
今
後
の
農
業
経

営
の
意
向
把
握
及
び
相
談
活

動
を
実
施
し
て
い
る
。

災
害
対
策

問　
３
Ｄ
デ
ー
タ
活
用
の
荒

川
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
と

は
。

答　
堤
防
の
決
壊
等
に
よ
り

河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
の
氾

濫
流
の
広
が
り
や
水
深
を
立

体
的
に
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

早
期
避
難
や
防
災
意
識
の
向

上
に
つ
な
げ
る
も
の
で
あ
る
。

問　
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ

ス
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

の
雨
水
災
害
対
策
の
現
況
と

調
整
池
整
備
の
展
望
、
期
待

さ
れ
る
効
果
は
。

答　
同
地
域
は
湛
水
想
定
区

域
と
さ
れ
、
盛
土
に
よ
る
湛

水
容
量
を
常
時
確
保
す
る
こ

と
が
原
則
で
、
さ
ら
に
調
整

池
の
貯
留
量
は
、
土
地
区
画

整
理
組
合
、
県
及
び
市
が
協

議
を
し
、
現
況
を
上
回
る
約

10
万
㎥
を
確
保
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

問　
同
地
に
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
を
設
置
す
る
と
か
、
地
域

住
民
と
の
交
流
、
あ
る
い
は

防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
作
る
な

ど
、
具
体
的
な
協
働
事
業
を

進
め
て
は
。

答　
よ
り
良
い
方
向
性
が
見

い
だ
せ
る
と
想
定
さ
れ
る
場

合
に
は
、
協
働
の
取
り
組
み

と
し
て
企
業
と
連
携
を
図
り
、

提
案
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
受

け
て
真
摯
に
検
討
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

特
定
外
来
生
物
等
の

除
去

問　
河
川
敷
を
覆
い
尽
く
す

ア
レ
チ
ウ
リ
の
対
策
は
。

答　
市
内
の
環
境
団
体
、
地

域
住
民
が
新
河
岸
川
流
域
で
、

地
道
に
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
に

尽
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
本

市
が
管
理
し
て
い
る
水
路
等

で
ア
レ
チ
ウ
リ
が
確
認
さ
れ

た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
駆

除
を
行
い
、
適
正
な
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
く
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
防
犯
灯
等

の
転
倒
対
策

新
河
岸
川
の
船
着
場
付
近
へ

救
助
ネ
ッ
ト
の
設
置
を

２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
地
域
の
防
災

交
通
・
地
域
交
流
へ
協
働
事
業
を

原
田　
雄
一 
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